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【平成30年度南越前町予算】
▪一般会計 86億881万6千円
▪特別会計（10会計）
 38億4,580万8千円
▪企業会計（水道事業）
 5億5,505万9千円

一般会計
　一般会計は、86億 881万 6千円で、平成 29年度当初予算と比較すると、10億 5,057 万 8千円（13.90％）
の増となりました。要因としては、平成 29年度当初予算は、予算を決める前に町長選挙を控えていたことから、
「骨格予算」（※ 1）として編成されたことがあげられます。

　町の自主財源である町税は、全体で前年度比 1,455 万 9千円（1.1%）の増となりました。町税のうち、法人税、
固定資産税、軽自動車税、鉱産税は増となる一方、それ以外の個人町民税、たばこ税、入湯税は減となりました。
　歳入予算で最も大きい割合を示す地方交付税のうち、普通交付税については、町村合併後の特例期間が平成
26年度で終了し、平成 27年度から段階的に減少しているため、1億円の減となりました。
　普通建設事業（※ 2）等の政策的経費に充てられる国庫支出金は、前年度比 9,780 万 3千円（17.62%）の増、
県支出金は、1億 8,535 万 5千円（29.27%）の増となっており、同様に地方債についても、前年度比 2億 5,800
万円（75.44%）の増となりました。
　寄附金については、ふるさと納税による寄附金を、3,500万円と見込んでおり、前年度比4,500万円（56.25%）
の減となりました。
　このほか、地方消費税交付金が前年度比6,300万円の増となり、繰入金が対前年度比4億9,490万7千円の増、
繰越金は、歳入不足を補うため、平成 29年度決算余剰金のうち 1億円を見込みました。

歳 入

地方交付税
38億6,000万円(44.8%)
地方交付税
38億6,000万円(44.8%)

県支出金
8億1,865万5千円

（9.5%)

県支出金
8億1,865万5千円

（9.5%)

町債
6億円
（7.0%)

町債
6億円
（7.0%)

地方消費税交付金
1億7,100万円（2.0%)

その他
1億1,290万円（1.3%)

国庫支出金
6億5,281万7千円

（7.6%)

国庫支出金
6億5,281万7千円

（7.6%)

町税
13億2,839万8千円 
（15.4％）

町税
13億2,839万8千円 
（15.4％）

繰入金  5億1,552万1千円（6.0%）繰入金  5億1,552万1千円（6.0%）

諸収入  2億89万3千円（2.3%）諸収入  2億89万3千円（2.3%）

分担金及び負担金  9,356万5千円（1.1%）分担金及び負担金  9,356万5千円（1.1%）
その他（使用料、手数料、財産収入、寄附金等)  
1億5,506万7千円（1.8%）
その他（使用料、手数料、財産収入、寄附金等)  
1億5,506万7千円（1.8%）

繰越金  1億円（1.2%）繰越金  1億円（1.2%）

■ 自主財源（27.8％）
■ 依存財源（72.2％）

（性質別）

　義務的経費について、人件費（※ 3）は前年度比
3,366 万 3 千円（2.41%）の増、扶助費（※4）は前
年度比 1,559 万 6 千円（2.21%）の減となり、町
の借金を償還するための公債費は 6,912 万 8千円
（6.42%）の減となりました。
　投資的経費である普通建設事業費は前年度比9億
962 万 4千円（107.73%）の増となり、今庄住民セ
ンター整備事業や南条 SA周辺地域振興施設整備事
業、町営住宅整備事業（南条第 2保育所跡地）、消
雪設備整備事業等を計上しております。また、平成
26年度からの継続事業の上平吹橋橋梁架替事業な
ども盛り込んでおります。
　物件費（※ 5）は、前年度比 6,844 万 8 千円
（5.67%）の増となり、認定こども園運営事業や橋梁
等定期点検事業などを計上しております。
　補助費等は、前年度比 6,427 万 7千円（5.69%）
の増となり、多面的機能支払交付金の取組集落の増
や子どもインフルエンザ予防接種費用助成事業の対
象範囲の拡充、子ども医療費助成事業の拡充などを
計上しております。

歳 出

公債費
10億740万5千円
(△6.42％)

公債費
10億740万5千円
(△6.42％)

維持補修費
9,981万1千円
(13.14%)

積立金
4,338万1千円
(401.22%)

貸付金
4,300万円(－)
予備費
1,000万円(－)

普通建設事業費
17億5,395万円
（107.73％)

普通建設事業費
17億5,395万円
（107.73％)

人件費
14億3,259万9千円
（2.41％）

人件費
14億3,259万9千円
（2.41％）

■ 義務的経費（全体の36.3％）

扶助費　
6億8,987万円
(△2.21％)

扶助費　
6億8,987万円
(△2.21％)物件費

12億7,463万6千円
（5.67％)

物件費
12億7,463万6千円

（5.67％)

補助費等
11億9,335万9千円

（5.69％)

補助費等
11億9,335万9千円

（5.69％)

繰出金
10億6,080万5千円

（1.35％)

繰出金
10億6,080万5千円

（1.35％)

（目的別）

　大きな増を示したのは、南条 SA周辺地域振興施
設整備事業、町営住宅整備事業などに取り組む土木
費 ( 前年度比 7億 6,392 万 5 千円の増 )、今庄住
民センター整備事業などに取り組む総務費（前年度
比 2億 6,339 万円の増）となっています。一方、大
きな減を示したのが、南越清掃組合負担金事業など
による衛生費（前年度比6,263万4千円の減）となっ
ています。また、次に大きな減を示したのは、地方
債残高の減少に伴う公債費 ( 前年度比 6,912 万 8
千円の減 )となっています。

歳 出

総務費
14億3,694万7千円
(16.7％)

総務費
14億3,694万7千円
(16.7％)

衛生費
5億1,686万3千円

（6.0％)

衛生費
5億1,686万3千円

（6.0％)

議会費  8,782万円(1.0%) 労働費
1,800万円(0.2%)

公債費
10億740万5千円

（11.7％)

公債費
10億740万5千円

（11.7％)

民生費
18億3,209万8千円
（21.3％）

民生費
18億3,209万8千円
（21.3％）

土木費　
13億9,776万円
(16.2％)

土木費　
13億9,776万円
(16.2％)

教育費
8億2,567万2千円

（9.6％)

教育費
8億2,567万2千円

（9.6％)

農林水産業費
7億3,143万2千円

（8.5％)

農林水産業費
7億3,143万2千円

（8.5％)

商工費
3億7,207万9千円（4.3％)

商工費
3億7,207万9千円（4.3％)

消防費
3億6,678万円（4.3％)

消防費
3億6,678万円（4.3％) その他

1,596万円(0.2%)

※1「骨格予算」
　 　町長等の改選を控えている場合等において、当初予算の編成
に当たって、１年間の行政活動をすべてにわたって予算計上す
ることは困難である場合や適当でないと判断した場合、新規や
政策的経費を極力抑え、義務的経費や施設の維持管理経費、継
続費設定事業、また当初予算に計上しないことで住民生活に影
響を及ぼす事業などを中心として編成された予算をいいます。
※2「普通建設事業」
　 　道路、橋梁、学校、庁舎等公共用等の新設・増設・改良事業
などの建設事業に要する経費をいいます。また不動産取得や高
額の備品など、資産形成につながる経費も含まれます。

※3「人件費」
　 　職員等に対し、勤労の対価、報酬として支払われる一切の経
費をいい、議員・各種委員報酬、特別職・職員給与、賃金、社
会保険料等共済費、退職手当組合負担金などがあります。
※4「扶助費」
　 　社会保障費の一環として、生活保護法、児童福祉法、老人福
祉法等に基づき、住民の生活を維持するために支出される経費
をいいます。扶助費には、現金のみならず、物品の提供に要す
る経費も含まれます。
※5「物件費」
　 　旅費、交際費、需用費、役務費、報償費、委託料、使用料及
び賃借料など、消費的性質の経費をいいます。

■問合せ　総務課　℡47－8012

平成30年度平成30年度

当初予算
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町民に優しいまちづくり
子ども医療費助成事業…………………… 3,201 万円
3歳児健康診査視力検査機器導入事業 …… 115万円
障害者自立支援給付事業…………… 2億 9,607 万円
地域ふれあいサロン推進事業……………… 100万円

安全安心して暮らせるまちづくり
高齢者運転免許証自主返納支援事業……… 180万円
今庄住民センター整備事業………… 2億 3,400 万円
防災行政無線屋外スピーカー増設事業…… 543万円
防災拠点におけるWi-Fi 環境整備事業 … 768万円
地域おこし協力隊活動事業……………… 1,708 万円
子どもインフルエンザ予防接種費用助成事業
　　…………………………………………… 618万円
新ゴミ処理施設搬入路整備事業………… 7,333 万円
消雪設備整備事業……………………… 1億 500万円
上平吹橋橋梁架替事業……………… 1億 5,000 万円
橋梁等定期点検事業……………………… 1,465 万円
南条SA周辺地域振興施設整備事業 … 1億 4,440 万円
町営住宅長寿命化改修事業……………… 9,879 万円
町分譲住宅団地整備事業………………… 9,244 万円
町営住宅整備事業…………………… 1億 8,426 万円
定住対策推進関連補助事業……………… 1,913 万円

活き活きと働けるまちづくり
南越前町観光連盟事業…………………… 1,300 万円
団体観光客誘客促進事業…………………… 500万円
重要文化財「中村家住宅」公開事業……… 1,912 万円
越前水仙景観保存獣害対策モデル事業…… 409万円
越前水仙再生モデル事業…………………… 373万円
多面的機能支払事業……………………… 7,517 万円
鳥獣害対策協議会補助金………………… 1,997 万円
森林GIS 整備事業 ………………………… 252万円
森林整備地域活動支援事業………………… 971万円
水産物供給基盤機能保全事業…………… 3,244 万円

人と文化を育むまちづくり
南越前町景観計画策定事業………………… 478万円
福井ふるさと茶屋整備事業……………… 1,397 万円
伝統的建造物群保存地区（今庄宿）保存対策調査事業
　　…………………………………………… 471万円
学校 ICT環境整備事業 ………………… 1,352 万円
いじめ・不登校・自殺対策強化事業（適応指導教室設置）
　　…………………………………………… 343万円
学校運営指導員・部活動指導員配置事業… 427万円
南条小学校教室床フローリング修繕事業… 486万円
史跡杣山城跡整備基本計画策定事業…… 1,205 万円
福井しあわせ元気国体開催事業………… 4,183 万円

住民主体のまちづくり
集落自治振興交付金交付事業…………… 1,844 万円
青年交流事業………………………………… 135万円
社会教育関連団体育成支援事業…………… 275万円

効率的な行財政運営によるまちづくり
コンビニ交付推進事業……………………… 844万円
固定資産税課税台帳整備事業…………… 1,706 万円

平成30年度当初予算の主な事業

（　）は前年度比増減

国民健康保険
11 億 1,938 万 5千円
（△ 2億 4,612 万 2千円）
国民健康保険に加入して
いる方の医療費の給付な
どを行う会計

国民健康保険
今庄診療所

2 億 5,977 万 6千円
（1,409 万 5千円）

今庄診療所を運営する会計

河野診療所
1 億 1,716 万 5千円
（△ 675 万 1千円）

河野診療所を運営する会計

個別排水処理施設
1,362 万 9千円
（62万円）

個別合併浄化槽を維持管
理、運営する会計

農業者労働災害共済
247 万 4千円
（△ 7千円）

町内で農作業中に災害を
受けた方を救済する会計

後期高齢者医療
1 億 4,216 万 1千円
（627万 7千円）

75 歳（一定の障害のある
方は 65 歳）以上の方の保
険料などの事務を行う会計

農業集落排水
3 億 4,973 万 5千円
（3,283 万 7千円）

町内 13カ所の農業集落
排水施設を維持管理、運
営する会計

老人保健施設
1 億 7,579 万 7千円
（729万 1千円）

今庄老人保健施設を運営
する会計

介護保険
14 億 2,885 万 6千円
（3,017 万 3千円）

介護が必要なお年寄りな
どにサービスを行う会計

下水道
2 億 3,683 万円
（△1,400 万 9千円）

町内2カ所の下水道施設
を維持管理、運営する会計

（企業会計）水道事業
5 億 5,505 万 9千円
（△ 2,450 万 7千円）
上水道施設を維持管理、
運営する会計

《地方消費税収の社会保障財源化の状況》
　平成 26年４月から消費税率が５%から８%に引き上げられていますが、この引き上げ分の税収については
社会保障費の財源とすることが地方税法に明記されるとともに、その使途を明確にしなければならないことに
なっています。
　当町の平成 30年度当初予算における引き上げ分は 7,041 万２千円（平成 30年度当初予算における地方消
費税交付金 1億 7,100 万円の 7/17）と見込まれ、その財源措置の状況は以下の表のとおりです。

事業名 経　費

財源内訳
特定財源 一般財源

国県支出金 町債 その他 引上げ分の地方消費税
（社会保障財源化分の市町村交付金） その他

社
会
福
祉

障害者福祉事業 358,120 250,105 6,943 101,072
高齢者福祉事業 85,758 1,382 26,508 3,720 54,148
児童福祉事業 708,258 251,211 70,756 24,831 361,460
母子福祉事業 8,598 3,868 304 4,426

小　計 1,160,734 506,566 0 97,264 35,798 521,106

社
会
保
険

介護保険事業 179,879 798 11,512 167,569
国民健康保険事業 47,442 31,785 1,006 14,651
介護保険施設運営事業 36,760 2,363 34,397

小　計 264,081 32,583 0 0 14,881 216,617

保
健
衛
生

高齢者医療事業 170,973 25,135 9,374 136,464
疾病予防対策事業 49,868 828 5,339 2,809 40,892
母子保健事業 15,375 706 943 13,726
診療所運営事業 102,780 6,607 96,173

小　計 338,996 26,669 5,339 19,733 287,255
合　　計 1,763,811 565,818 0 102,603 70,412 1,024,978

【社会保障4経費その他社会保障施策に要する経費】 （単位 :千円）

平成30年度 当初予算【特別会計・企業会計】
特別会計予算 38億4,580万8千円
企業会計予算 5億5,505万9千円


